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「集落ぐるみ対策による獣害被害防止対策研修会」を野洲市で開催 

 

７月 1日に野洲の「コミュニティセンターきたの」で野洲市と当課の共催で、市内の獣

害被害集落に対し研修会を開催しました。 

獣害被害軽減にむけて、集落の住民自らの行動が重要であること、そのためにはまず集

落環境点検を行うことの意義などを説明し、集落の意識を高めました。 

 

関係８集落から３４名、関係機関（野洲市、西部・南部森林整備事務所、田園振興課、

農産普及課、講師）から１０名の４４名が参加しました。 

当課より「集落ぐるみによる獣害対策の実践手法について」の概要を説明し、次に獣害

対策アドバイザーの藤本泰治先生より「農地管理と捕獲を組み合わせた被害軽減の実際」

について先生の地元、甲賀市土山町大澤集落の実例を交えながら説明していただきました。

最後に西部・南部森林整備事務所より狩猟免許についての情報提供を行いました。 

参加者からは被害対策や狩猟関係について多くの質問が出され、関心の高さがうかがえ

ました。 

今後、野洲市や関係機関と連携しながら対策を進めていきます。 
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